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支部機関紙はホームページか

ら見られます。http://www12.

plala.or.jp/ktcwu/

２
０
２
２
春
闘
に
向
け
て
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
間
結

果
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
切

実
な
職
場
の
声
が
届
い
て
い
ま

す
。

賃
金
要
求
額

（
社
員
）

加
重
平
均

月
額

２
万
２
千
４
１
１
円

（
派
遣
、
契
約
社
員
）

加
重
平
均

時
給

２
７
０
円

生
活
実
感

（
社
員
）

①

ま
あ
ま
あ
だ

（
43
・
１
％
）

②

や
や
苦
し
い

（
38
・
５
％
）

③

か
な
り
苦
し
い

（
11
・
０
％
）

（
派
遣
、
契
約
社
員
）

①

や
や
苦
し
い

（
44
・
６
％
）

②

か
な
り
苦
し
い

（
36
・
４
％
）

③

ま
あ
ま
あ
だ

（
14
・
３
％
）

意
見
・
要
望

（
社
員
）

賃
金

・
派
遣
社
員
よ
り
月
々
の
給

料(

手
取)
が
少
な
い
。

・
名
ば
か
り
社
員
で
メ
リ
ッ

ト
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

評
価
制
度

・
人
数
の
割
り
当
て
が
あ
っ

て
、
そ
の
時
の
人
事
の
状

況
で
適
当
に
決
め
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

・
「
続
け
る
で
」
良
い
が
、

正
当
に
頑
張
っ
て
い
る
人

を
評
価
し
て
ほ
し
い
。
結

果
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
セ

ス
を
見
る
事
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

・
自
宅
近
く
の
事
務
所
で
の

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
。

（
派
遣
・
契
約
社
員
）

賃
金

・
こ
の
時
給
で
１
人
暮
ら
し

普
通
の
生
活
は
で
き
な
い
。

60
歳
超
え
る
と
更
に
時
給

が
下
が
る
。

・
時
給
制
契
約
社
員
の
待
遇

格
差
を
無
く
し
て
ほ
し
い
。

・
社
員
と
の
格
差
を
な
く
し

て
ほ
し
い
。
給
与
を
上
げ

て
ほ
し
い
。

・
正
規
社
員
と
同
一
業
務
を

行
っ
て
い
て
も
賃
金
に
大

き
な
格
差
が
あ
る
の
は

「
同
一
賃
金
同
一
労
働
」
と

の
矛
盾
を
強
く
感
じ
ま
す
。

労
働
条
件

・
シ
フ
ト
勤
務
で
週
休
「
電

電
記
念
日
の
半
日
な
し
」

は
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？

・
３
ケ
月
契
約
を
せ
め
て
１

年
に
延
ば
し
て
欲
し
い
。

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
病
休
扱

い
の
徹
底
が
さ
れ
て
い
な

い
。
業
務
で
使
う
マ
ス
ク

が
必
要
。

技
術
の
継
承

・
技
術
・
経
験
が
次
の
新
入

社
員
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
が
な
く
立
ち
消
え
る
職

場
環
境
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
る
。

仕
事
や
職
場
に
つ
い
て
、

特
に
不
満
や
不
安
に
感
じ
る

こ
と

（
社
員
）

（
多
い
順
）

①
賃
金
が
安
い
。

②
職
場
が
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

③
技
術
・
経
験
が
継
承
さ
れ

な
い
。

④
人
手
が
足
り
な
い
。

⑤
正
規
・
非
正
規
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
格
差
。

⑥
成
果
・
能
力
主
義
が
強
ま
っ

て
い
る
。

（
派
遣
・
契
約
社
員
）

①
賃
金
が
安
い

②
正
規
・
非
正
規
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
格
差

③
退
職
金
が
少
な
い
・
な
い

④
仕
事
や
職
場
が
な
く
な
る

の
で
は
。

⑤
人
手
が
足
り
な
い
。

⑥
技
術
・
経
験
が
継
承
さ
れ

な
い
。

働くみんなの要求アンケートの中間報告

〔
間
違
い
探
し
〕

８
つ
間
違
い
が
あ
り
ま
す
。

答
え
は
裏
面

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
医
療
崩
壊
が
起
き
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
手
洗
い
・
手
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
・
マ
ス
ク

の
着
用
が
日
常
と
な
る
生
活

が
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

軍
事
費
を
削
っ
て
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
・
生
活
・
福
祉
に

政
治
で
は
安
倍
・
菅
政
権

か
ら
引
き
継
い
だ
岸
田
政
権

は
補
正
予
算
で
台
湾
で
の
緊

迫
を
理
由
に
軍
事
費
を
７
千

億
円
超
追
加
し
21
年
度
は
過

去
最
大
の
６
兆
円
に
も
達
し

て
い
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
50
名

以
上
が
連
名
で
「
す
べ
て
の

国
で
軍
事
費
を
２
％
削
減
」

す
る
書
簡
を
公
開
し
ま
し
た
。

軍
拡
の
拡
大
の
悪
循
環
を
ス

ト
ッ
プ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
防
止
、
地
球
温
暖
化
防

止
等
人
類
共
通
の
課
題
に
配

分
す
べ
き
だ
と
の
提
言
で
す
。

労
働
問
題
で
は
法
律
で
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

法
が
施
行
さ
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、

非
正
規
社
員
の
病
休
が
有
給

に
、
特
別
連
続
休
暇
の
格
差
、

半
日
の
電
電
記
念
日
の
特
別

休
暇
を
付
与
す
る
ど
の
改
善

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
賃
金

格
差
の
是
正
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
成
果
・
業
績
主
義
賃
金
制

度
」
か
ら
「
人
事
・
処
遇
制

度
の
見
直
し
」
へ
変
更
す
る

提
案
内
容
は
ジ
ョ
ブ
型
の
賃

金
・
人
事
制
度
で
あ
り
、
今

以
上
に
賃
金
格
差
、
社
員
の

分
断
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
幅
賃
上
げ
で
春
闘
勝
利

22
春
闘
で
私
た
ち
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
株
主
優
遇
政
策
の
転
換

と
、
業
務
委
託
の
中
止
、
す

べ
て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上

げ
、
非
正
規
の
格
差
改
善
や

正
社
員
化
な
ど
、
労
働
条
件

と
働
く
環
境
の
改
善
に
向
け

て
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
大
き
な
支
援
と
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京
都
支
部

執
行
委
員
長

高
橋

幸
雄



 ジョブ
　グレード

G1

G2

G3

G6

G4

G5

一
般
社
員

管
理
職

グレードに関わらず

スペシャリストグレードへの抜擢あり

（スペシャリストから一般社員へ異動す

る場合もあり）

おもに外部から採用

ＳG1

ＳG２

外部市場を意識し

個別に水準設定

既存プロ

フェッショ

ナル制度

おもに内部から採用

スペシャリストグレードの特徴

社員の専門性・スキルレベルに

到達した社員のうち、自身の志向

する分野において、社内外に通用

する高度な専門性のレベルにも続

き、組織全体に貢献する

スペシャリスト

スペシャリス

トの基準

グループ統

一の水準設

G1（担当課長）は高い専

門性を有し、かつ管理職

同様ポストの両要素で

構成

専門性を軸とした社員資格制度の特徴

分野ごとに定めた社員の専門性のレベルに応じた

社員グレード基準により処遇が決定

→専門性のレベルと行動・業績のレベルにより

処遇が変動

年次・年功的要素からの脱却

→最短在級年数の廃止による高処遇の実現

一般社員グレード

分野に求められる専門

性を明確化

16分野に細分化

ポスト毎の

職務を明確化

（担当課長）

ポストに

着目

現行 見直し後

基本賃金構成

資格賃金

グレード
賃金

成果手当 成果手当

加給

( 2 )

＊
コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー

の
癒
し

忙
し
い
中
、
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー

で
ち
ょ
っ
と
だ
け
ホ
ッ
ト
し
て
安

ら
げ
る
と
い
う
経
験
は
誰
に
で
も

あ
る
と
思
う
。
で
も
そ
の
コ
ー
ヒ
ー

で
は
な
く
て
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル

タ
ー
で
面
白
い
も
の
を
見
つ
け
た
。

フ
ィ
ル
タ
ー
に
手
書
き
の
イ
ラ
ス

ト
が
描
い
て
あ
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ま
な
く
て
も
癒
さ
れ
る
気
持

ち
に
な
れ
る
の
だ
▼
描
い
た
人
は

メ
モ
用
紙
や
封
筒
、
紙
コ
ッ
プ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
物
に
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
て
い
て
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル

タ
ー
を
見
て
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て

き
た
と
い
う
。
イ
ラ
ス
ト
そ
の
も

の
も
楽
し
い
の
だ
が
、
使
い
捨
て

に
さ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー

に
描
い
て
あ
る
と
こ
ろ
が
良
い
の

か
も
知
れ
な
い
。
日
常
の
何
気
な

い
も
の
に
、
何
気
な
く
描
い
て
あ

る
と
こ
ろ
に
安
ら
ぎ
と
親
近
感
を

感
じ
る
の
か
も
知
れ
な
い
▼
イ
ン

ク
の
手
書
き
な
の
で
こ
の
フ
ィ
ル

タ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
コ
ー
ヒ
ー
を
入

れ
る
前
に
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
ト
し
て
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
も
う
一
度
ホ
ッ

ト
す
る
と
い
う
の
も
い
い
か
も
し

れ
な
い
。
で
も
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を

入
れ
た
後
の
フ
ィ

ル
タ
ー
は
捨
て
ら

れ
な
い
か
も
知
れ

な
い
。
（
Ａ
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
提
案
す
る
「
人
事
・

処
遇
制
度
の
見
直
し
」
は
「
中
期
戦
略
」

の
具
体
化
策
で
あ
る
「
新
た
な
経
営
ス

タ
イ
ル
へ
の
変
革
」
の
た
め
の
施
策
で

す
。
こ
の
制
度
は
、
社
員
資
格
、
評
価
、

昇
格
、
基
本
賃
金
、
手
当
、
退
職
手
当

制
度
に
ま
で
及
び
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
社

員
の
み
な
ら
ず
グ
ル
ー
プ
社
員
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。

資
格
等
級
と
評
価
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

一
般
資
格
（
１
級
・
２
級
）
と
エ
キ

ス
パ
ー
ト
資
格
（
１
級
～
３
級
）
の
５

段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
た
一
般
社
員
の

資
格
等
級
は
、
新
制
度
で
は
Ｇ
１
～
Ｇ

６
（
６
段
階
）
の
「
「
一
般
社
員
グ
レ
ー

ド
」
に
、
そ
の
上
位
に
SG
１
・
SG
２

（
２
段
階
）
の
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
グ
レ
ー

ド
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
そ
の
特
徴
は

両
グ
レ
ー
ド
と
も
16
分
野
に
及
ぶ
専
門

分
野
へ
の
細
分
化
さ
れ
ま
す
。
（
左
図
）

会
社
は
「
社
員
一
人
ひ
と
り
が
専
門

性
を
高
め
、
市
場
で
も
通
用
す
る
高
い

付
加
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
へ
と
成

長
を
遂
げ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
観
点

か
ら
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
賃
金
格
差

を
広
げ
労
働
者
の
分
断
に
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

各
種
手
当
を
廃
止

主
査
、
担
当
課
長
代
理
、
担

当
課
長
等
に
支
給
さ
れ
て
い
た

職
責
手
当
、
外
勤
手
当
、
サ
ポ
ー

ト
手
当
も
廃
止
の
提
案
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
廃
止
さ
れ
た
手
当

は
新
た
な
賃
金
に
組
み
込
み
ま

れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
手
当
の
評
価
割
合

25
％
か
ら
30
％
に
拡
大

特
別
手
当
は
、
現
行
エ
キ
ス

パ
ー
ト
職
に
限
ら
れ
て
い
た
評

価
割
合
３
割
が
全
社
員
拡
大
さ

れ
、
一
層
の
格
差
が
広
が
り
ま

す
。

基
本
賃
金
の
構
成

基
本
賃
金
は
現
行
の
年
功
部
分
に
あ

た
る
加
給
と
資
格
賃
金
が
グ
レ
ー
ド
賃

金
に
移
行
し
、
そ
れ
に
成
果
手
当
を
加

え
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
（
左
図
）

補
填
等
は
５
年
間

基
本
賃
金
が
「
見
直
し
後
」
で
下
が
っ

た
場
合
は
２
年
間
は
補
填
さ
れ
ま
す
が

そ
の
後
３
年
で
徐
々
に
下
が
り
本
来
の

グ
レ
ー
ド
の
賃
金
に
な
り
ま
す
。

間違いさがしの答

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
社
会
的
責
任
を
は
た
す

よ
う
京
都
府
、
京
都
市
に
要
請

京
都
支
部
は
12
月
21
日
京
都
府
、
22

日
京
都
市
に
、
安
全
・
安
心
の
情
報
通
信

と
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
条
件
の
改
善
に

つ
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
働
き
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

（
概
要
）

・
自
然
災
害
時
の
、
安
全
・
安
心
な
情

報
通
信
の
構
築
な
ど
社
会
的
責
任
を

果
た
す
こ
と
。

・
特
殊
詐
欺
防
止
の
為
、
発
信
番
号
通

知
を
携
帯
と
同
じ
よ
う
に
標
準
装
備

に
す
る
こ
と
。

・
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
と
労
働
条
件

の
改
善
を
す
る
こ
と
。

・
京
都
市
に
対
し
て
、
右
京
区
水
尾
地
域

に
要
望
の
あ
る
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
い
。京都府に申し入れ

本
の
紹
介

「
京
都
宇
治
原
子
炉
」
「
世
界
初
の
反
原

子
力
住
民
運
動
の
記
録
」

著
者

玉
井
和
次

宇
治
原
子
炉
設
置
反

対
運
動
史
研
究
会

群
青
社

11
年
前
の
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
津
波
で
東
電
福
島
第
一
原
発
は
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
。
こ
の
こ
と
が
65
年
前
の
１
９
５
７

年
に
起
こ
っ
た
研
究
用
原
子
炉
「
京
都
宇
治
」

設
置
に
反
対
す
る
住
民
運
動
の
歴
史
を
蘇
ら

せ
ま
し
た
。
茨
城
県
東
海
村
に
つ
づ
き
２
基

目
の
研
究
用
原
子
炉
で
す
。

１
９
５
７
年
１
月
に
「
宇
治
を
第
一
候
補

地
」
と
発
表
さ
れ
る
と
、
設
置
予
定
地
に
隣

接
す
る
宇
治
市
木
幡
の
住
民
は
、
宇
治
茶
へ

の
風
評
被
害
と
「
絶
対
安
全
」
を
主
張
す
る

大
学
教
授
の
発
言
に
懸
念
を
示
し
、
反
対
同

盟
を
結
成
し
ま
し
た
。
設
置
反
対
の
請
願
署

名
は
有
権
者
の
約
４
割
に
達
し
、
宇
治
市
議

会
も
全
会
一
致
で
反
対
決
議
を
し
、
同
年
８

月
に
正
式
に
設
置
断
念
さ
せ
ま
せ
た
。
こ
の

運
動
は
、
原
子
炉
設
置
計
画
を
住
民
運
動
で

撤
回
さ
せ
た
日
本
初
の
出
来
事
で
あ
る
と
と

も
に
、
世
界
初
の
出
来
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
収
集
と
関
係
者
と
の
面
談
を
重
ね
、
よ

う
や
く
昨
年
10
月
に
群
青
社
（
税
込
２
２
０

０
円
）
か
ら
出
版
し
ま
し
た
。

（
宇
治
市
木
幡
在
住
・
通
信
労
組
Ｏ
Ｂ

玉
井

和
次

）

組合提示資料より作成


